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１．はじめに

2019年10月６日に南鳥島近海で発生した台風19

号は、７日には大型で猛烈な台風なって小笠原近

海を北北西に進んだ。12日には伊豆諸島北部を北

北東に進み、19時前に大型で強い勢力で伊豆半島

に上陸した後、関東地方を通過した。13日未明に

東北地方の東海上に抜け、12時に日本の東で温帯

低気圧に変わった（気象庁、2019a；東京管区気

象台、2019）。台風の接近・通過に伴い、広い範

囲で大雨、暴風、高波、高潮となり、特に10日か

ら13日までの総降水量は、神奈川県箱根で

1,000mm に達し、東日本を中心に17地点で

500mm を超える豪雨とに見舞われた。（気

象庁、2019a）。

この大雨の影響で、広い範囲で河川の氾

濫が相次ぎ、国管理河川では６水系７河川

12箇所、都道府県管理河川では20水系67河

川128箇所で堤防の決壊が発生した（国土

交通省、2019a；2019b）。台風よる土砂災

害や浸水害の発生により、人的被害は死者

99人、行方不明者２人、重傷者40人に及び、

住家被害は全壊3,081棟、半壊２万4,998棟、

一部破損２万6,284棟、床上浸水１万2,817

棟、床下浸水２万4,472棟の計９万1,652

棟にも達した（内閣府非常災害対策本部、

2019；消防庁災害対策室、2019）。

ここでは、2019年台風19号の通過時にお

ける長野県での豪雨の特徴、千曲川流域で

発生した洪水災害について、筆者が収集した各種

資料に基づく解析と現地調査を踏まえて概要を報

告する。

２．長野県における雨量と河川水位の概要

図１には、解析雨量積算図（10月10日０時～

13日24時、96時間）に筆者が台風の進路・中心

気圧・最大風速、アメダスの96時間積算降水量

（mm）を加筆したものを示した（東京管区気象

台、2019）。台風が伊豆半島に上陸する直前の12
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日18時でも中心気圧は955hPa と衰えず、21時に

は神奈川県と東京都の県境、翌13日０時には茨城

県と福島県の県境を通過し、太平洋に抜けて３

時には975 hPa まで衰弱して金華山沖を通過して

いる。進路の西側では解析雨量が200mm を超え、

山岳部では500mm を上回る豪雨に見舞われてお

り、箱根では12日の日降水量922.5mm（歴代全国

ランキングの第１位を更新）を含む1,001.5mm の

記録的な豪雨を観測している。この大雨の要因と

しては、①大型で非常に強い勢力をもった台風の

接近による多量の水蒸気の流れ込み、②台風北側

の前線の形成・強化及び地形の効果などによる持

続的な上昇流の形成、③台風中心付近の発達した

雨雲の直接的影響が気象庁より報告されている

（気象庁、2019b）。

図２には、10月11日から13日までの千曲川上

流の佐久地方の上石堂（長野県所管）、下流の長

野・北信地方の長野（長野地方気象台）の時間・

積算降水量、千曲川上流の塩名田（佐久市）、下

流の立ヶ花（長野市）水位観測所の水位の推移を

示した。長野県内で降水量の最高値を観測した上

石堂では11日午後から雨が降り始め、翌12日に入

り雨脚が強まり、15時前後と19時前後に降水の

ピークが認められ、後半のピークでは１時間最大

降水量50mm を19時に観測している。12日の日降

水量は553mm、最大24時間も557 mm を観測して

いる。その一方で、千曲川下流に位置する長野で

は、12日には1889年10月の観測開始から130年間

の記録を更新する132.0mm の日降水量を観測して

いるが、上流と比較すると上石堂の24％、軽井沢

の42％と少雨傾向に止まっている（長野地方気象

台、2019）。

千曲川上流に位置する塩名田水位観測所では12

日９時前から水位が高まり始め、氾濫注意水位

である3.00ｍを12時20分過ぎに超え、避難判断水

位の3.30ｍを13時20分には超過しており、氾濫危
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険水位の3.90ｍも14時30分過ぎに達し、水位が急

上昇していることがわかる。さらに、20時には氾

濫危険水位を約３ｍも上回る5.80ｍを観測した後、

欠測となっている。今回の豪雨により堤防が決壊

した長野市の穂保では川幅は1,050ｍであるのに

対して、５km 下流の立ヶ花付近は千曲川の川幅

が210ｍと急に狭まる狭窄部となっている。立ヶ

花水位観測所では12日正午過ぎから水位上昇が加

速し、20時20分過ぎには氾濫注意水位の5.00ｍを

超え、23時20分には避難判断水位の9.10ｍを超え

て氾濫危険水位の9.60ｍに到達する見込みである

ことから同40分には氾濫警戒情報が発令されてお

り、同時刻には氾濫危険水位を上回る9.66ｍに達

している。その後も水位は上昇し、翌13日３時20

分には1983（昭和58）年の大水害の際に観測され

た11.13ｍを更新する12.44ｍを40分まで観測され

ており、氾濫発生情報が同25分に発令されている

（国土交通省、2019a、千曲川河川事務所、2019）。

３．長野県における被災の概要

2019年台風19号により発生した長野県における

人的被害と住家被害の状況（2019年12月13日10

時現在）を表１に示した（長野県災害対策本部、

2019a）。長野県における人的被害は、死者５人、

重傷者７人、軽傷者137人の計149人、住家被害は、

表1　長野県における人的被害と住家被害の状況

（長野県災害対策本部、2019a（2019年12月13日10時現在））

市町村名 床上浸水
死者 重傷 軽傷 全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 床上浸水

1）
床下浸水

1） 比率（％）
長野市 2 2 91 1,029 1,562 1,611 2,591 1,611 61.7
松本市 5 20 20 0.0
上田市 1 5 1 11 404 30 97 23.6
岡谷市 4
須坂市 7 1 246 103 247 102 70.8
中野市 1 1 8 67 34 2 17 78 45 63.4
飯山市 1 4 190 440 209 421 33.2
佐久市 2 18 18 139 112 744 157 856 15.5
千曲市 5 1 336 537 13 790 433 1,197 26.6
東御市 1 1 31 2 26 3 89.7
小海町 4 10 4 10 28.6
川上村 1 4 4 4 50.0
南牧村 1 2 1 2 33.3
南相木村 1 5 1 5 16.7
北相木村 2 3 5 5 0.0
佐久穂町 2 12 52 5 69 52 69 43.0
軽井沢町 1 2 4 12 2 1 66.7
御代田町 1
立科町 3 32 3 29 9.4
青木村 1 1 0.0
長和町 26 26 0.0
辰野町 2 39
箕輪町 1 13
飯島町 1
南箕輪村 1
麻績村 3 3 0.0
筑北村 4 4 0.0
坂城町 1 1 1 48 1 1 50.0
小布施町 5 29 25 37 22 62.7
高山村 1 1 0.0
木島平村 1
野沢温泉村 27 27 0.0
信濃町 1 9 4 0.0
飯綱町 4
栄村 2 2 2 2 50.0

小計 5 7 137 1,079 2,653 3,490 15 1,715 3,878 4,568 45.9
合計 149 合計 8,952

注1：床上浸水・床下浸水（全壊・半壊・一部損壊を含む）

人的被害(人) 住家被害(世帯) 参考値
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全壊1,079世帯、半壊2,653世帯、一部損壊3,490

世帯、床上浸水15世帯、床下浸水1,715世帯の計

8,952世帯に及んでいる。参考値として床上・床

下浸水の世帯数が示しており、長野市は床上浸水

2,591世帯（全壊1,029世帯＋半壊1,562世帯）、床

下浸水が1,611世帯（一部損壊1,611世帯）で、こ

れから求めた床上浸水比率は長野市で61.7％と浸

水住家が1,000世帯を超える千曲市の29.6％とは

対照的に、床上浸水の住家比率が多く、決壊によ

る被害の深刻さを物語っている。

長野県内の死亡者については、佐久市では男性

（81歳）の自動車が浸水して流され、男性（68歳）

は土嚢を取りに行ったまま行方不明になり、千曲

川の河川敷や中州で死亡が確認されている。東御

市では橋から車ごと川に転落し行方不明になった

男性（73歳）が長野市の千曲川の河川敷で見つか

り、死亡が確認されている。長野市では千曲川の

堤防が決壊した穂保で、男性（81歳）が自宅の１

階で、女性（69歳）が屋外でそれぞれ倒れている

のが見つかり、死亡が確認されており、長野県内

での死者５人はいずれも高齢者となっている。

表２には、台風第19号に関する被害額（2019年

12月26日９時現在）を示した（長野県災害対策本

部、2019b）。農業関係では、農作物・樹体被害が

2,059ha・18億円、生産施設被害が529箇所・32億

円、農地・農業用施設が10,365箇所・562億円等で、

総額は613億円にも及んでいる。公共土木被害は、

河川が827箇所・446億円、道路170箇所・156億円

等で総額は621億円に達している。都市設備も下

水道が55箇所・381億円等で404億円となっている。

これ以外に、商工業関係806億円、学校施設44億

円、学校以外の教育施設22億円、社会福祉施設53

億円、上水道13億円、公営住宅14億円等の被害が

発生しており、長野市の被害総額は2,641億円と

なり、平成30年度の一般会計の歳出総額1,436億

円の２倍弱に相当する甚大な災害であったことが

わかる。特に被害が甚大である商工業関係の被害

額を表３に示した。中小企業では工業が264億円、

被害の別 発生数 単価 被害額(百万円)
農業関係
　農作物・樹体被害 2,059 ha 1,758
　生産施設等 529 箇所 3,229
　農地・農業用施設 10,365 箇所 56,168
　農業集落排水施設 11 箇所 160

計 61,315
林業関係
　治山 84 箇所 2,109
　林道 1,730 箇所 1,772

計 1,814 3,881
公共土木施設
　河川 827 箇所 44,627
　砂防 51 箇所 1,905
　道路 470 箇所 15,606

計 1,348 62,138
都市設備
　下水道 55 箇所 38,138
　公園 20 箇所 2,270

計 1,423 40,408
商工業関係 888 件 80,601
学校施設 171 校 4,388
学校以外の教育施設 83 施設 2,245
社会福祉施設 133 施設 5,292
医療施設 17 施設 774
自然公園 22 箇所 42
上水道 9 事業体 1,301
浄化槽（市町村設置型） 5 基 2
廃棄物処理施設 8 箇所 80
公営住宅 931 戸 1,365
警察施設 37 箇所 230

合計 264,062

項目 件数 価額(百万円)
中小企業
　工業（第二次産業） 288 26,403
　商業（第三次産業） 555 15,161

計 843 41,564
中堅企業及びみなし中堅企業
　工業（第二次産業）
　商業（第三次産業） 8 3,710

計 8 3,710
大企業及びみなし大企業
　工業（第二次産業） 15 16,151
　商業（第三次産業） 22 19,177

計 37 35,328
　工業（第二次産業）計 303 42,554
　商業（第三次産業）計 585 38,048

総被害額 888 80,602

注意）
現時点（12月26日9時）で、市町村等の報告により把握
した数値
施設、設備が取替・入替等から修理・修繕等で復旧可
能、その逆も含めて、状況把握の進捗により被害額を
改訂
中小企業被害額については、浸水など明らかに被災し
ていることが確認されるが、事業者不在等により未調
査の事業者の被害や、詳細な被害額が未算定のものに
すいては除外して算出
このほか、中小企業被害額については、被災後に生じ
た汚泥や災害廃棄物などの除去に要する費用、清掃費
用は含まれない。

表２　台風第19号に関する被害額（長野県災害対策本

部、2019ｂ（2019年12月26日９時現在））

表３　台風第19号による被害額（商工業関係）（長野県

災害対策本部、2019ｂ（2019年12月26日９時現在））
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商業が152億円で計416億円、大企業（みなし大企

業を含む）では工業が162億円、商業が192億円で

計353億円となり、合計で806億円（888件）にも

達しており、被害総額2,641億円の30％を占めて

いる。

 

４．長野市における被災の実態

１）穂保地区の被害

写真１には、決壊当日の10月13日に撮影された

長野市の穂保地区における千曲川堤防の決壊と堤

内地への浸水状況を示した（アジア航測株式会社、

2019）。千曲川の下流左岸に位置する穂保地区で

は70ｍにわたり堤防が決壊し、洪水流が穂保から

津野、国道18号線（通称アップルライン）を超え

て北部工業団地、新幹線車両センターに流れ込み、

さらには赤沼から浅川の堤防を超えて豊野地区に

まで達している。

長野市建設部河川課（2019）が調査により推定

した浸水範囲と国土地理院（2019）の浸水推定段

彩図はほぼ一致しており、100年に１回の確率で

洪水に見舞われると推定される洪水浸水想定区域
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（計画規模）において、浅川流域の５ｍ、さらに

は千曲川左岸の２～５ｍの区域（南西側を除く）

で浸水被害が発生している。長野市の調査では、

穂保地区の堤防決壊等による浸水面積は934ha（長

沼・豊野・古里）、住家の浸水は床上浸水1,771世帯、

床下浸水199世帯となっている（長野市、2020）。

写真２には、被災から３日後の10月16日に撮影

した穂保地区の被害状況を示した。長さ70ｍにわ

たり堤防（高さ388.4ｍ）が決壊し、約５ｍ低い

堤内地（333.3ｍ）に洪水流が流れ込んで、中央

にあった住家は押し流され、堤防に隣接する住家

の１階部分が大きく損傷している。泥流は守田神

社と長沼体育館を直撃し、守田神社の施設は流

失し、長沼体育館は外壁を壊して館内に流れ込

み、バスケットゴール付近まで泥流が押し寄せて

いる。また、氾濫流は長沼交流センターを直撃

し、天井に泥流の痕跡が確認され、長沼支所の西

側を南北に通る東脇往還（県道368号線）を洪水

流が超えて北西に進み、長さ約200ｍにわたり家

屋の流失、家屋や倉庫の倒壊や大規模な損傷（大

損）、200cm 前後の浸水被害を受けた建物も数多

く見受けられる。一方は守田神社の南側を通り南

西方向に流れた氾濫流により、200ｍ先まで損壊

や200cm を超える浸水の被害が認められている。

２）その他の被害

穂保地区の北に位置する津野地区では、長野市

立長沼小学校の教室が219cm、体育館が310cm の

高さに浸水痕跡が確認でき、地区内の長沼保育園

や隣接する長沼児童センターでも200cm 前後の浸

水被害に見舞われている。赤沼地区に立地する長

野新幹線車両センターでは、７編成の新幹線が座

席付近まで浸水し、周辺の関連施設を含め、甚大

な被害に見舞われている。車両センターが設けら

れた場所は千曲川の河岸段丘を支流の浅川が度重

なる洪水により浸食し、周囲より低い氾濫平野の

底部に相当している。浸水した車両が停止して

いる線路の高さは地盤から約360cm の高さにあり、

浸水痕跡が残る車体の中央部はさらに約180cm

高いことから、浸水深は約440cm と推察される。

2000年に建設が完了して約40事業所が集積する穂

保地区の北部工業団地では、浸水は最も深い箇所

で270cm となっており、各種生産機械やキュービ

クル（高圧受電装置）等の浸水で復旧が大きく遅

れている。

千曲川支流の浅川流域は、過去にも幾度となく

外水氾濫、内水氾濫による浸水被害に見舞われて

おり、天井川部の掘り下げ、下流での堤防の嵩上

げ、内水排除ポンプの強化、浅川ダムの建設、下

写真２　被災から３日後の10月16日に撮影した穂保地区の被害状況（筆者撮影）
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水道や雨水調整池の整備等が進められてきた（浅

川総合内水対策協議会、2013）。しかし、本水害

では千曲川本流の決壊により洪水流が浅川の堤防

を乗り越えて左岸の旧豊野町（2005年に長野市へ

編入合併）にまで流入し、公共施設が立ち並ぶ中

心部では最高で260cm の浸水被害に見舞われ、豊

野支所の行政・福祉・教育等の機能がマヒする被

害に陥った。

５．千曲市における被災の実態

台風19号に伴い千曲川上流で発生した豪雨によ

り、千曲川中流に位置する千曲市の杭瀬下水位観

測所では、12日の10時頃から水位が高まり始め、

14時40分前には氾濫注意水位の1.60ｍを超え、17

時40分過ぎには避難判断水位の4.60ｍ

に達している。その後、18時過ぎには

5.00ｍの氾濫危険水位を越え、21時50

分に6.40ｍの最高値を観測した後、水

位が低下している。なお、千曲市（千

曲建設事務所）における12日の日雨量

は130mm で、長野（地方気象台）で

観測された132.0mm とほぼ同じ値であ

り、上流の上石堂の24％と少雨傾向に

止まった。

図４には、国土交通省の「重ねるハ

ザードマップ」（国土交通省、2019c）

に示された千曲市の洪水ハザードマッ

プに筆者が住家の浸水被害の範囲と霞

堤からの洪水流の流入方向（千曲市、

2019a）を加筆して示した。平和橋か

ら千曲橋の右岸の中間には堤防が低く

なって不連続堤防のように途切れ、堤

内地に堤防が延びる「霞堤」が存在し

ている。「霞堤」とは、堤防のある区

間に開口部を設け、上流側の堤防と下

流側の堤防が、二重になるようにした

不連続な堤防である。洪水時には開口

部から水が逆流して堤内地に湛水し、下流に流れ

る洪水の流量を減少させる機能を有しており、洪

水が終息すると堤内地に湛水した水が排水される

仕組みとなっている（国土交通省国土技術政策総

合研究所、2020）。なお、粟佐橋右岸にあった霞

図３　杭瀬下水位観測所における水位の推移
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図４　千曲市洪水ハザードマップと住家の浸水被害の範囲と霞堤からの

洪水流の流入方向（千曲市洪水ハザードマップに筆者が加筆）
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提は開口部がすでに閉鎖されて、遊水機能を保持

していない。

本災害では、千曲川右岸の平和橋と千曲橋の間

の不連続堤防（通称：霞堤（かすみてい））より

流入した洪水流により市街地が浸水し、大規模な

洪水災害に見舞われた。表４には、人的被害、住

家被害、道路・河川・公共施設等の応急的な復旧

事業費（千曲市、令和２年３月４日現在）、建物

被害の状況（千曲市、令和２年３月１日現在）

を示した（千曲市、2020a）。被害が発生した2019

年10月の『人口統計月報』（千曲市、2019b）で

は、10月１日現在の千曲市の世帯数は22,149世帯

となっており、被災した住家は1,677世帯である

ことから、被災率は全世帯の7.6％にも達してい

る。全壊住家は１世帯であるが、半壊（床上浸水）

は344世帯にも及び、甚大な被害に見舞われてい

ることがわかる。道路・河川・公共施設等の応急

的な復旧事業費は、農業用施設が20.8億円、公園・

体育施設等が20.3憶円、文化・観光施設が7.2億

円などで、被害総額は53億円にも上っている。

写真３には、杭瀬下の千曲市役所前の連絡橋

における浸水痕跡（86cm）と無電柱化された

千曲市役所前通りに設置された変圧器の浸水痕

跡（75cm）、写真４にはツイッターの「cck‏@

cdmnttk」に掲載された千曲市役所前の交差点の

浸水状況（2019年10月12日撮影）を示した。霞堤

の先端部に達した洪水流は、先端を越えて堤内地

に流れ込み、標高の低い北方向に向かって流出し、

市役所の交差点一帯は、浸水高は１ｍ以下である

が浸水被害に見舞われている反面、４月に完成し

た千曲市の新庁舎は約1.5ｍの盛土をしているた

め浸水を免れている。

人的被害 軽傷者 5人 項目 件数 被害額（千円）
住家被害 全壊 1世帯 道路等 14（1）2) 15,719

　その他 1世帯 河川等  8（1） 7,444
半壊 344世帯 公共下水道施設   （2） 9,130
　床上浸水 344世帯 林道 13 3,627
一部損壊 551世帯 遊歩道・登山道    (3) 0
　床上浸水 71世帯 農業用施設  1(58) 2,084,710
　床下浸水 423世帯 市営住宅  1 1,000
　その他 54世帯 子育て支援施設    (3) 274,664
床上浸水 10世帯 学校  7 1,683
床下浸水 771世帯 文化・観光施設  2 (5) 716,888

計 1,677世帯 文化財等  6 (1) 37,236
公園・体育施設等  8(12) 2,029,478

建築被害 被害状況 温泉施設  1 254

子育て支援施設3) 福祉関連施設  8（1） 82,409
　更埴子育て支援センター 床上浸水 その他  1 (5) 28,232
　雨宮保育園 ほぼ水没 合　　計 70(92） 5,292,474
　杭瀬下保育園 床上浸水
学校
　埴生中学校 プール機械室浸水
文化・観光施設
　更埴文化会館 地下、大ホール、インナーコリドー浸水
　上山田文化会館 地下室浸水
　更埴図書館 床上浸水、地下機械室水没、浸水図書多数
文化財等
　登録文化財　笹屋ホテル別荘 床下浸水、倒木
福祉関連施設
　更埴デイサービスセンター 床上浸水
　更埴地域シルバー人材センター床上浸水
　特別養護老人ホーム 床上浸水
　　フランセーズ悠こうしょく
その他3)

　志川東集会所 床上浸水
　杭瀬下倉庫 床上浸水
　須佐区多目的集会所 床上浸水

注1：「道路・河川・公共施設等の応急的な復旧事業費」は令和2年3月1日現在。
　2：カッコ内の数字は「対応中」の件数。
　3：建築被害は、被害が大きい水没、床上・床下浸水のみを記載。

表４　人的被害、住家被害、道路・河川・公共施設等の応急的な復旧事業費（令和２年３月４日現在）、

建物被害の状況（令和２年３月１日現在）（千曲市、2020a）
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６．今後の対策と課題

本災害を契機には、国土交通省北陸地方整備局

が『信濃川（千曲川）水系緊急治山対策プロジェ

クト』により、流域一体となった防災・減災対策

の推進が開始されている（国土交通省北陸地方整

備局、2020）。また、長野市においては、『長野市

災害復興計画－令和元年東日本台風関連－』（長

野市、2020）が策定されており、避難情報の伝達

や、避難所運営、被災者支援、災害廃棄物処理な

どの検証が進められている。長野市が2019（平

成31）年３月に公開した「長野市洪水ハザード

マップ（（長野市危機管理防災課、2020））」では、

1000年に１度の想定しうる最大規模の降雨により

算出された想定最大規模は、計画規模（100年に

１度）では５ｍ以上であった範囲が10～20mm へ

と浸水が深くなっている。今回の水害の決壊場所

である穂保地区を含め浸水被害を受けた地域は、

指定避難所が旧国道18号線の山際の北部スポーツ

レクリエーションパークと直線距離で３km も離

れているなど、自主防災組織や地域住民にとって、

災害時要配慮者の避難支援、避難所の収容人数、

新型コロナウイルス感染症での「３密」の回避対

策等も含め、多くの課題を抱えている。

千曲市では、霞堤の先端部からの越水により生

じた浸水被害を契機に、地域住民からは「開口部

を閉鎖してほしい」との要望が聞かれ、千曲市も

閉鎖を視野に入れた検討を開始している。しかし、

河川を管理する千曲川河川事務所との協議、さら

には千曲川全体の流域管理の観点から、他の霞堤

や不連続堤防の課題等も含めた協議が必要となっ

ている。

なお、長野市の洪水災害については日本自然災

害学会の和文誌『自然災害科学』、千曲市の洪水

災害については日本時間学会の学術誌『時間学研

究』への掲載が予定されているので、詳細はこれ

らを参考にして頂きたい。
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